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ao (212) 第 104巷第3号
拍車論で満足されず常に事実に基づいて考えるという「理論と実際の架橋j への努力を
され，学者のひとりよがりを避け，文自らは世俗的になzことなく広〈経済界の人々と
現実問題について意見を交換されました。 そして各界から広〈深〈観迎され教えを乞わ
れたのもきわめて内攻的であると同時に外攻的な性格壱持たれた先生の天性忙よりはじ
めて出来る ζ とであったと思います。要するに，先生は才気縦横で，感受性強<.率直
でさわやかな性格仁表わされる知的飽力と人格の調和がとれ， ぞれ故に突に多くの人達
から「先生]あるいは「鎌倉君Jと尊敬され頼りに古れ，激し〈変動する社会でご活腫
が期待されていた矢先急逝されたのは本当に大きな損失であります。
私達は学生時代，それかι卒業してからの数年間， 時には親し(， '時には先生の著作
を通じ，新問、ヲジオ，テレビ，雑誌を通じ，文友達伝えにお教えレただし、た先生のお
教えを実践し，社会発展に徴力ながら尽Lたい左決心し、たしております。思い出はつぎ
ないのですカ九深い感謝を込めてここで終らせていただきます。ありが左うござし、ま
した。
